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市の人口

（昭ｆＤ59年4月1日現在）

51，034世帯（前月比219世帯増）

161，548人（前月比426人増）

80，400人

81，148人

世帯数

人口

男

女

在宅障害者にデイ・サービ

ス

機
能
訓
練
で
自
立
と
生
き
が
い
を

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ひ
る
市
で
は
、
五
十
九
年
度
か
ら
新
た
に
「
在
宅
障
害

者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
就
労
の
機
会
を
得
る
の
が
難

し
い
在
宅
障
害
者
が
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
通
所
し
、
各
種
の
訓
練
や
作
業
を

す
る
こ
と
で
、
自
立
や
生
き
が
い
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
実
施
。
ま
た
、
福
祉
の
輪

を
広
げ
る
た
め
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
も
開
講
し
ま
す
。
事
業
の
企
画
に

は
、
障
害
者
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
芋
は
、
在
宅
障
害
者
が
施

設
に
通
所
1
な
が
ら
、
日
常
生
活

訓
練
や
創
作
活
動
、
軽
作
業
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の

自
立
と
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
ず
。

　
対
象
は
、
地
域
の
な
か
ぶ
房

の
機
会
な
貰
樽
に
く
い
在
宅
障

害
者
と
モ
の
介
護
者
で
す
。

事
業
の
内
容
は
、
障
害
者
の
実

情
に
応
じ
て
日
常
牛
活
訓
練
、
社

会
適
応
訓
練
、
創
作
活
動
、
軽
作

業
、
介
護
技
術
指
導
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
ス
ポ
ー

ツ
ー
レ
ク
ジ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
未
丁
。

ま
た
、
参
加
料
金
は
事
業
の
対

▲土ひねりで手や指の機能訓練（58年3月、宇治市身体障害者福祉センターで）

象
と
な
る
障
害
者
や
介
護
者
に
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
無

料
ま
た
は
低
額
の
料
金
刄
汀
い
ま

す
。こ

の
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

使
用
す
る
施
設
は
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
琵
琶
四
五

番
地
、
総
合
福
祉
会
館
一
階
）
が

中
心
と
な
り
求
ｙ
。

4
月
に
運
営
委
員
会
が
発
足

障
害
者
の
声
を
反
映

こ
の
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
事
序
の
運
営
は
、
市
が

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
。
「
障

害
者
自
立
牛
活
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
砂
で
事
業
内
容
を
検
討
、
企

画
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。
「
障

害
者
自
立
ル
吝
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
砂
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

指
導
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
、

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
代
表
、

市
職
員
で
構
成
さ
れ
、
四
月
に
発

足
。
事
業
の
企
画
に
障
害
者
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
季
ｙ
。
五
十
九
年
度
の
事
業
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
日
常
生
活
訓
練
〉

医
療
機
関
な
ど
で
、
治
療
・
訓

練
夕
終
え
た
障
害
者
が
、
残
さ
れ

た
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
訓
練

を
し
示
す
。
各
種
の
機
能
回
復
訓

練
機
器
を
備
え
た
日
常
生
活
訓
練

室
で
、
月
四
回
実
施
。
指
導
は
、

月
一
回
は
専
門
の
医
師
か
ら
営
け
、

他
の
三
回
は
自
主
訓
練
と
し
て
社

会
福
祉
協
議
会
の
指
導
員
が
相
当
。

〈
社
会
適
応
訓
練
〉

障
害
の
違
い
を
考
思
し
な
が
ら
、

料
理
講
習
会
、
栄
養
指
導
の
通
信

教
育
、
編
物
教
室
奎
夭
施
。
料
理

講
習
会
は
、
料
理
を
作
っ
た
り
、

各
種
調
理
器
具
の
使
い
方
や
栄
養

の
取
り
方
を
学
習
。
通
信
教
育
に

よ
る
栄
養
指
導
は
、
主
に
視
覚
障

害
者
に
離
乳
食
や
成
人
病
予
防
の

た
め
の
食
思
原
指
導
。

〈
創
作
・
軽
作
業
〉

土
ひ
ね
り
を
し
て
湯
飲
み
や
茶

わ
ん
、
皿
な
ど
を
作
る
こ
と
で
、

平
？
指
の
機
能
訓
練
を
し
ま
す
。

陶
芸
窯
や
ろ
ぐ
ろ
が
あ
る
作
業
工

作
室
で
、
年
七
、
八
回
実
施
。

〈
介
護
技
術
指
導
訓
練
〉

福
祉
の
輪
か
広
げ
る
た
め
に
障

害
の
有
無
を
問
わ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会
を
開
き
毒
ｙ
。
中

級
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

養
成
講
習
会
、
カ
ナ
タ
イ
プ
指
導

者
養
成
講
習
会
お
よ
び
車
い
す
利

用
者
介
助
方
法
講
習
命
一
な
ど
開
講
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
〉

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
未
了
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
バ
ン
パ
ー
教

室
と
卓
球
教
室
か
そ
れ
ぞ
れ
年
十

回
程
度
実
施
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ

や
飯
ａ
＜
：
妖
さ
ん
欠
竹
い
未
了
。

「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ

ス
事
序
の
利
用
申
し
込
み
や
詳

細
は
、
そ
の
都
度
半
治
市
政
だ

よ
夕
で
お
知
ら
芦
荼
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

心
一
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
ま
で
。

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
宇
治
市
総

合
計
画
は
、
そ
の
基
本
計
画
の
な

か
で
心
4
障
害
児
・
者
に
対
し
て

所
得
、
就
労
、
保
健
医
療
の
保
障

や
都
市
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
を

上
げ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今
後

と
も
市
民
福
祉
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新校舎でさあスタート

笠取・笠取第二小、広野中が完成

市
内
で
九
番
目
の
広
野
中
学

校
（
広
野
町
尖
山
）
の
開
校
式

が
四
月
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
べ

開
校
式
は
、
池
水
市
長
や
新

三
年
生
た
ち
の
テ
ー
プ
カ
″
ト

で
始
ま
り
、
池
本
市
長
が
開
校

奎
8
言
。
三
年
生
か
『
良
い
学

校
に
す
る
た
め
、
力
い
っ
ぱ
い

努
力
Ｌ
ま
す
』
と
決
意
か
述
べ

ま
し
た
。
九
日
に
は
、
一
年
生
三

百
土
ハ
人
夕
迎
え
、
全
校
生
徒

六
百
九
十
ヤ
ハ
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
広
野
中
学
校
は
、
南

宇
治
中
学
校
な
ど
の
生
徒
数
増

加
に
よ
り
。
学
校
規
模
の
適
正

化
と
教
育
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
に
新
設
。
校
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
て
で
普

通
教
室
二
十
、
特
別
教
室
九
が

あ
る
外
、
技
術
棟
、
体
育
館
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
。
笠
取
小
学

校
（
西
笠
取
石
原
）
と
笠
取
第

二
小
学
校
（
炭

山
直
谷
）
で
も
、

こ
の
ほ
μ
薪
校

舎
が
完
成
。
ま

っ
さ
ら
の
鉄
筋

の
校
舎
丿
學

期
を
迎
え
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の

児
童
た
ち
の
歓

声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

315

総
合
福
祉
会
館
が
満
1
歳
に

7
万
1
千
人
（
延
べ
）
が
利
用

▲成果を発表（58年11月老人福祉センターで）

福
祉
の
風
土
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
、

宇
治
市
総
合
福
祉
会

館
（
宇
治
狐
呂
五

番
地
）
が
、
五
十
八

年
一
月
に
オ
ー
プ
ン

し
て
か
ら
一
年
余
り
。

こ
の
間
、
五
十
九

年
三
月
ま
で
の
利
用

者
総
数
は
、
延
べ
七

万
一
千
人
と
な
っ
て

い
未
了
。

こ
の
う
ち
、
市
が

直
接
管
理
運
営
し
て

い
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

は
、
総
利
用
者
の
七
五
町
に
当
た

る
五
万
二
千
九
百
人
。
と
μ
わ
け
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
、
茶
室
や

集
会
室
、
娯
楽
室
な
戸
券
莉
用
し

た
人
が
、
一
万
七
千
三
百
人
と
全

体
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
毒
了
。

ち
な
み
に
、
お
年
寄
り
の
仲
閲
つ

く
り
や
趣
味
の
活
動
、
学
習
の
場

と
し
て
弱
誓
巡
サ
ー
ク
ル
は
、

現
在
、
書
道
、
俳
句
、
華
道
、
茶

道
、
バ
ン
パ
ー
、
フ
ォ
1
‐
‐
・
ク
ダ
ン

ス
な
芦
于
七
サ
ー
ク
ル
で
会
員
は

四
百
十
七
人
。
こ
の
ほ
か
、
浴
室

や
健
康
器
具
の
利
用
な
ど
瓦
Ｂ

せ
て
、
健
康
増
進
や
、
生
き
が
い

づ
く
り
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
い
未
了
。

一
方
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
管

理
運
営
を
委
託
し
て
い
る
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
六
千
7
1

百
人
、
児
童
相
談
室
な
ど
が
あ
る

婦
人
と
子
芦
も
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
一
万
一
千
二
百
人
が
利
用
。
な

か
で
も
機
能
回
復
訓
練
の
場
と
し

て
の
日
常
牛
活
訓
練
室
や
陶
芸
窯

が
あ
る
作
業
工
作
室
は
五
百
人
が

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
に
六
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
や
4
体
障
害
者
は
、
お

よ
そ
一
万
八
千
九
亘
人
お
ら
れ
ま

す
。
市
で
は
、
今
回
の
利
用
状
況

の
ま
と
め
政
笛
え
て
、
総
合
福

祉
会
館
を
福
祉
の
中
核
施
設
と
し

て
、
今
後
ま
ｙ
ま
す
充
実
し
て
い

く
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
汽
て
い

ま
ず
。

新
し
い
体
育
館
で
入
学
式

（
笠
取
小
学
校
、
4
月
7
日
）

－ － － － － － －

明
る
い
教
室
で
学
ぶ
、
笠
取
第
二
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
（
4
月
1
6
日
）

広
野
中
学
校
の
開
校
式
（
4
月
7
日
）

59年6月から新たに実施
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お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い

春
の
市
民
文
化
祭
4
月
2
9
日
、
5
月
5
・
6
日

　
こ
と
し
も
春
の
市
民
文
化
祭
が

四
月
二
十
九
日
脚
と
、
五
月
五
日

脚
、
六
日
聞
に
開
か
れ
ま
す
。

　
会
場
は
、
四
月
二
十
九
日
が
宇

治
神
社
、
五
月
五
・
六
日
が
宇
治

市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
宇
治
市
公
民

館
、
宇
治
商
工
会
議
所
、
字
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
す
。

　
お
茶
券
の
前
売
券
は
、
市
民
文

化
祭
実
行
委
員
心
一
事
務
局
（
社
会

教
育
課
）
で
発
売
中
で
す
か
、
当

日
会
場
で
も
購
入
ｐ
＞
K
m
’
＾
°
料

▲笑いと歓声の渦に包まれた「たらい舟競争」（4月8日J

カメラルポ

▲心なごむお茶席風景（昨年の市民文化祭）宇治川さくらまつり

金
は
一
服
三
百
円
で
す
。

　
　
〈
宇
治
神
社
〉

　
▼
隅
・
仕
舞
大
会
・
・
・
2
9
ら
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
ｙ
″
点
席
（
宛

宍
）
・
・
・
習
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
。

　
〈
観
光
セ
ン
タ
ー
〉

　
▼
水
石
・
盆
栽
履
…
5
・
6
日

午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

　
〈
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
〉

　
▼
盆
栽
・
山
草
履
’
・
：
5
Ｒ
午
前

1
0
時
～
午
後
5
時
、
6
Ｅ
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
▼
お
茶
席
・
・
・
5
日

抹
茶
席
、
6
日
前
茶
席
、
午
弧
…
一

時
～
午
後
3
時
。

　
〈
商
工
会
議
所
〉

　
▼
手
づ
く
り
お
も
ち
や
作
品
展

・
・
・
5
・
6
日
午
前
1
0
時
か
ら
▼
お

も
ち
や
の
手
づ
く
り
教
室
・
：
5
・

6
日
。

　
牢
治
川
の
春
奎
ひ
ゑ
落

川
桜
ま
っ
り
。
桜
の
開
花
は
間

Ｋ
Ｂ
な
か
っ
た
も
の
の
、
七

・
八
日
の
両
日
と
も
好
天
に
恵

次
れ
、
塔
の
島
付
近
は
黒
山
の

人
だ
か
り
。
二
日
間
で
観
光
客

は
十
四
万
人
を
数
え
ま
し
た
。

▼
親
子
で
仲
良
く
土
ひ
ね
り
（
4
月
8
日
）

　
〈
宇
治
市
公
民
館
〉

　
▼
菊
づ
く
り
講
習
会
…
5
日
午

後
Ｌ
時
か
ら
▼
能
面
彫
り
実
演
・
…

6
日
▼
作
品
展
示
・
：
5
Ｒ
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
、
6
ほ
午
前
1
0
時

1
午
後
4
時
．
写
真
、
牟
花
、
俳

句
、
短
歌
、
手
芸
、
書
道
、
ち
ぎ

り
絵
、
は
り
絵
な
ど
▼
ち
ぎ
り
絵

講
習
会
・
：
6
Ｒ
午
後
Ｌ
時
～
3
時
、

初
心
者
対
象
（
先
着
3
0
人
）
、
参
加

費
七
百
円
お
申
し
込
み
は
社
会

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語

　
初
等
講
習
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
公

民
館
で
5
揖
甘
か
ら
1
1
月
1
5
ら

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
。
時
間
は
午

前
1
0
時
～
正
午
と
、
午
後
7
時
～

9
時
ま
で
の
い
ｆ
れ
砂
逸
択
▼

受
講
料
・
：
月
額
四
百
円
と
テ
キ
ス

ト
代
六
百
円
▼
申
し
込
み
ふ
落

お買い物のめやす
消費者物価20

　この公表価格は，4月始めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格
平均
価格

l≪格状此

般高
価格 訟吋＊］M比

灯油
18≪店頭

　　円1．481 　？言0．5　　円1．550 　　川】．420

18≪店頭 1，517▲0．11．630】．440

ガソリン
レギュラー1恵現金
売り 147 0．0 155 139

ティフシュ

ペーノfー

400枚入l箱
（クリネックス・スコッテイ）160 2．6228 133

fl所用ラップ サランラップ
30crnX20cm 226 2．7233 168

アルミホイル 25C111χ8mｍｍ 166▲2．4 198 118

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230 0．0230 230

it濯用　粉石けん 2．4kg 901A0．9 980 750

牛肉 すきやき用中程度100g 384 0．0450 300

aさけ 切身10）g 287▲5．6 450 180

バレイショ 男爵100f 30 3．4 45 13

キャベツ中玉約lkg 326▲1．8 400 250

鶏卵
Ｍサイズ
パック入10個 214▲8．5 243 190

食用油 日済サラダ油瓶入 576 0．570O 532

しよう油キッコーマン濃口
瓶入2I 539▲1．5 570 435

砂糖 上白Ug 249▲3．1 288 228

小麦粉 日清小麦粉フラワー
1kg（薄力ti） 203▲2．9 228 162

インスタント
コーヒー

ネスカフェ黒ラベル
瓶人150g 968▲1．61，100 938

みそ タヶヤミソUg 316▲3．4 338 180

食ノぐン
普通品1斤

（；＜．ライスしたもの）171▲0．6 210 150

itiS代 ワイシャツ白の長そで
141 0．0170 120

教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
中
村
日
出
男

さ
ん
（
豊
⑩
2
0
4
7
）
へ
。
当

日
会
場
で
も
営
け
付
け
康
司

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
▼
と
き
・
：
5
月
8
、
1
（
Ｎ
’
i
ｒ
ｙ

1
9
、
2
2
、
2
6
、
2
9
、
6
月
2
日
の

8
日
間
。
い
ず
れ
も
午
後
7
時
半

～
9
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
菟
道
第
二

軽
自
動
車
税
が
改
定

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
一
、
〇
〇
〇
円
に

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
五
年
ぶ

り
に
改
定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら

適
用
さ
れ
で
い
求
ｙ
。
改
定
内
容

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
軽
自
動

車
税
の
賦
課
期
日
は
四
月
一
日
で

す
。
四
月
二
日
以
後
に
廃
車
や
名

儀
変
乖
存
っ
て
も
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
一
年
分
課
税
さ
れ

季
］
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
本
人
あ
る

い
は
専
ら
ｆ
ｔ
体
障
害
者
の
た
め
に

同
居
の
親
族
が
使
用
ず
る
場
合
に

は
、
一
台
に
限
り
減
免
措
置
が
受

け
ら
れ
乖
ｙ
。
手
続
き
は
減
免
申

請
書
（
市
民
税
課
に
あ
り
ま
す
）
、

身
体
障
害
者
キ
帳
、
運
転
免
許
証
、

軽自動車税率表

小
学
校
体
育
館
▼
定
員
・
・
・
2
5
人
▼

参
加
費
・
・
・
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・

参
加
費
金
添
え
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
宇
治
の
風
景
画
展

　
▼
と
き
・
：
4
月
2
1
日
出
～
3
0
日

間
、
午
前
9
時
1
午
後
5
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
・
：
水
彩
画
を
中
心
に
力
作
多

数
。
（
商
工
観
光
課
）

　
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

　
養
成
講
習
会

　
▼
5
月
6
9
囲
、
午
前
9
時
半

▼
と
こ
ろ
…
菟
道
第
二
小
学
校
体

育
館
▼
対
象
・
：
ス
ポ
Ｆ
ツ
活
動
の

指
導
者
ま
た
は
指
導
者
牽
9
子

人
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
内
容
…
講
義
、

印
鑑
、
納
付
書
か
痔
参
し
五
月
一

日
（
納
期
限
）
ま
で
に
市
民
税
課

へ
。
納
期
限
か
逼
ぎ
る
と
減
免
は

受
腿
記
笛
せ
ん
。
な
お
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
ず
。
詳
し
ぐ
は
市

民
税
課
ま
『
（
市
民
税
課
）

種別 改定後 改定前

第1種50cc以下 1，000円 700円

第2種（乙）■90cc以下1，200 1，100

第2種（甲）125CC以下1，600 1，450

軽二輪 2，400 2，200

軽三輪 3，100 2，850

小型

特殊

農耕作業用1，600 1，450

その・他 4，700 4，300

小型二輪自動車 4，000 3，650

軽四貨
自家用 4．000 3，650

営業用 3，000 2，900

軽四乗
自家用 7，200 6，500

営業用 5，500 5，200

実
技
、
筆
記
試
験
▼
参
加
費
・
：
千

七
百
五
十
円
（
テ
キ
ス
ト
代
と
認

定
料
含
む
）
▼
特
典
・
・
・
合
格
者
に

助
日
本
体
育
協
会
か
ら
認
定
証
を

授
与
▼
申
し
込
み
…
参
加
費
m

え
て
5
月
2
日
ま
で
に
市
民
体
育

課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
5
月
1
0
、
1
5
、
1
7
、

2
2
、
2
4
日
の
5
日
間
。
い
ず
れ
も

午
後
7
時
半
ト
9
時
半
▼
と
こ
ろ

・
：
南
宇
治
中
学
校
と
岡
屋
小
学
校

の
体
育
館
▼
内
容
…
リ
ズ
ム
体
操
、

ス
ト
レ
″
チ
体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、

体
力
測
定
な
ど
家
庭
で
日
常
で
き

る
健
康
体
操
▼
定
員
・
・
・
4
0
人
▼
参

加
費
・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
参

加
費
忿
添
え
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
無
料
法
律
相
談

　
▼
と
き
…
5
月
3
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
市
民
会
館
▼
相
談
内
容
・
・
・
借
地

　
・
借
家
、
相
続
、
手
形
な
戸
話
律

問
題
一
般
▼
相
談
料
・
：
無
料
▼
相

談
員
…
京
都
大
学
法
学
部
名
誉
教

授
そ
の
他
叉
の
教
授
、
助
教
授

陣
と
、
同
部
出
身
の
弁
護
士
お
よ

び
同
部
員
。
（
広
報
課
）

　
蘭
（
ら
ん
）
の
講
習
会

　
蘭
の
植
え
方
か
ら
周
年
の
管
理

法
ま
で
学
ぶ
、
初
心
者
向
け
の
講

習
会
で
す
。

　
▼
日
時
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
対

象
・
・
・
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
・
・
知
人

▲印は減

　
（
先
着
順
）
▼
講
師
Ｅ
日
本
国
風

＜
Ｋ
副
会
長
柴
田
明
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
・
・
電
話
（
豊
⑩
8
2
9
0
）
ま

た
は
直
接
来
館
で
。

蘭の講習会日程表

回 日時 内容

1 5月IBM午前9時半～正午洋蘭と東洋蘭

2 5月10日困≫ 野生蘭（！）

3 5月17日困II 野生蘭（n）

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
四
月
は
軽
自
動
車
税
と

　
固
定
資
産
税
の
納
期
月

　
四
月
は
、
軽
自
動
車
税
と
固
定

資
産
税
第
一
期
分
の
納
期
月
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
ぐ
最
寄

り
の
金
融
機
関
で
お
納
め
ぐ
だ
さ

い
。
（
納
税
課
）

　
自
衛
官
募
集

　
五
十
九
年
度
の
第
一
次
自
衛
官

募
集
が
始
ま
ひ
ま
し
た
。

　
▼
応
募
資
格
・
：
1
8
歳
以
上
2
5
歳

未
満
の
日
本
国
籍
者
で
、
中
学
校

卒
業
程
度
以
上
の
学
力
が
あ
ひ
自

衛
隊
法
に
定
め
る
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
人
▼
試
験
・
：
筆
記
（
作

文
を
含
む
国
語
、
数
学
、
社
会
）
、

口
述
、
身
体
検
査
、
適
性
検
査
。

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
雲
助
7
1
3
9
）
へ
。
（
総
務
課
）

運動用具を購入

自治総合センターから

　　　　　助成金200万円

　
こ
の
ほ
ど
、
・
宇
治
市
体
育
振

興
会
連
合
会
（
藤
井
喀
信
会
長
）

に
㈱
息
羅
合
セ
ン
タ
ー
（
柴

田
護
理
事
長
）
か
ら
二
亘
ん
円

が
助
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ゴ
が
成
を

図
る
こ
と
金
品
に
、
五
十
八

年
度
自
治
宝
ぐ
じ
助
成
備
品
事

業
の
一
環
と
し
で
行
ｐ
れ
た
も

使用済みボタン型電池は

回収箱へ

▲助成金で購入したテント用具

の
で
す
。
こ
の
助
成
金
で
同
連

合
会
は
三
月
二
十
八
日
に
、
キ

ャ
ン
プ
用
と
集
会
用
の
テ
ン
ト
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
用
具
一
式
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
用
具
一
式
、
卓
球

用
具
一
式
、
綱
引
き
用
ロ
ー
プ

な
ど
を
購
入
。
た
だ
食
地
域

の
体
育
振
興
活
動
に
大
い
に
役

立
で
で
い
未
了
。
（
広
報
課
）

ａ
づ
４

　
ボ
タ
ン
型
電
池
に
は
水
銀
が
含
書
れ
で
い
ま
ず
。

水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
か
防
ぐ
た
め
、
日
本
電
池

・
器
具
工
業
会
で
は
今
年
の
三
月
か
ら
、
一
般
電

気
店
な
ど
に
専
用
の
回
収
箱
か
設
置
し
で
い
未
了
。

不
用
に
な
っ
た
ボ
タ
ン
型
電
池
は
、
分
解
し
た
り

ゴ
ミ
箱
に
捨
で
た
記
子
、
回
収
箱
に
入
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
清
掃
事
務
所
）

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ

か
ら
が
本
番
。
外
出
の
際
に
は
、

戸
閉
ま
り
を
お
忘
れ
な
ぐ
。

　
牢
治
警
察
署
管
内
で
最
も
多

い
犯
罪
は
泥
棒
で
、
全
体
の
八

　
〈
防
犯
チ
エ
″
ク
〉

　
▼
外
出
時
の
カ
ギ
か
け
点
検

ふ
言
巣
や
忍
び
込
み
の
約
半

数
は
、
カ
ギ
監
ぼ
唇
れ
た
所

か
ら
侵
入
▼
隣
り
近
所
で
防
犯

春
の
防
犯
活
動

　
　
　
た
だ
今
、
展
開
中

五
％
m
i
め
て
い
未
了
。
中
で

瓦
舌
巣
や
忍
び
込
み
、
二
輪

車
の
盗
難
が
多
発
。
「
春
の
防

狸
ｉ
」
の
こ
の
機
会
に
、
も

う
一
度
幻
が
家
の
防
犯
チ
エ
″

ク
牽
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

体
制
・
・
・
外
出
時
に
は
隣
家
に
一

声
罵
声
敬
匈
Ｋ
れ
た
家
は
、

留
守
宅
に
訪
問
者
が
あ
れ
ば
、

痢
件
忿
問
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の

こ
と
が
防
犯
に
役
立
ち
未
ｆ
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
奎
審
察
署
）
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